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し
ま
す
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談
庄原 11月２日㈫・16日㈫

13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター
人権擁護委員 広島法務局三次支局

☎0824-62-5070東城 11月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
総領 11月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 11月18日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 11月18日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 11月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月19日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター

広島弁護士会による
無料相談。要予約。

広島弁護士会
☎0120-969-214　西城 11月５日㈮13時～16時 西城自治振興センター

東城 10月22日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
11月２日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
11月４日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

比和 「あしたのカフェ」
11月16日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 11月８日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 11月18日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 一カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身体障害者　
補装具判定会 肢体 11月18日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 11月16日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付
11月１日㈪・15日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし
支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

11月13日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 11月９日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

がんと共に生きるがんと共に生きる
● 「がん」との共存

● 「がん」との共存で心掛けること

　近年、医療の進歩により、「がん」は完治、または進行を遅らせることができる病気になりました。
　完治が困難な状態で、「がん」と共存することとなった場合でも、症状を和らげる治療法は日々進歩しています。
また、新たな抗がん剤が開発され、抗がん剤による副作用を和らげるための取り組みも進んでいます。
　がんと診断され治療を受ける中で、患者やその周りの人は、さまざまな困難にぶつかり、苦悩します。そのような
時でも、自身の考え方や対応を変えることで、より前向きに日々の生活を送ることができるようになります。

あわてない

学　ぶ

相　談

周りの人を
味方に

あきらめない

「がん」と診断されると、誰もが動揺すると思います。しかし、時間の経過とともに少しずつ和らぎ、
冷静に「がん」について考えることができます。ゆっくり心の整理をしていきましょう。

まずは主治医から話を聞き、状態を把握しましょう。分からないことは、主治医や医療スタッフに
確認しましょう。

悩みや負担は人それぞれ異なります。自分に合った相談の場を見つけましょう。
「広島がんネット　がんについて相談したい」で相談の場を紹介しています。
https://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/gan-net/mokuteki-soudan.html

医療スタッフや家族、行政、民間団体などは、患者のために何かできることはないか、真剣に考えて
くれています。つらい時は、一人で抱え込まず、誰かに助けを求めましょう。

医学は日々進歩しています。セカンドオピニオン（※）を受けるなど、最善の方法を模索しましょう。
※セカンドオピニオン　患者が納得のいく治療法を選択できるように、治療の進行状況、次の段階の治療選択など

　について、現在診療を受けている担当医とは別に、違う医療機関の医師に「第２の意見」を求めること。

がんと共に生きる夫婦 ～横
よこやま

山 政
まさはる

治さん・八
や え み

江美さん～
　政治さんががんの告知を受けたのは、長年勤めて
いた仕事を定年退職し、八江美さんと共に、時々来
る孫の成長を楽しみに過ごしていた矢先のことでし
た。医師からの告知に、政治さんは頭が真っ白にな
り、八江美さんも何をどう考えたらよいのか分から
ない状態でした。そんな中、治療が始まりました。
　先の見えない不安、治療の苦痛、金銭的負担に加
え、薬の副作用で「話す、食べる、字を書く」とい
うことが今までのようにはできなくなった厳しい現
実。しかし、政治さんには「孫の成長を見届けたい！
生きたい！」という強い思いがありました。八江美
さんは、その思いに逆に励まされて介護してきたそ
うです。
　政治さんは「支えてくれた妻と、治療の中での小
さな変化を共に喜び、共に居てくれる医療スタッフ

のおかげで今があ
る」と話します。
　告知から４年、
政治さんと八江美
さんは、今も病気
と付き合いながら、生かされた命に感謝し、一日一
日を大事に過ごしています。元々歌が得意だった政
治さんは、横笛の練習を始めました。最初は呼吸リ
ハビリのつもりでしたが、少しずつ音になり、何と
なく愉快な音色に変化していきました。今は人前で
披露することを目標に、日々練習に励んでいます。

「ピーピーヒュー」と鳴る音に、「うるさいなあ」と
聞こえるように笑顔でつぶやく八江美さん。二人で
過ごす何気ない日常に“共に生きている喜び”を感
じています。

保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255

広報しょうばら／ 2021.10　16 17　2021.10 ／広報しょうばら
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第
24
回
絵
本
原
画
展　
　
　
　

「
む
ら
か
み
や
す
な
り
の
世
界
」

　

創
作
絵
本
を
は
じ
め
、
野
生
生

物
を
題
材
に
し
た
絵
画
や
エ
ッ
セ

イ
な
ど
、
独
自
の
世
界
を
展
開
す

る
自
然
派
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
村
上
康

成
さ
ん
の
絵
本
作
品
『
ま
っ
て
い

る
。』
の
原
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

村
上
さ
ん
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
堪
能

く
だ
さ
い
。

と
き　

10
月
16
日
㈯
～
31
日
㈰

（
木
曜
日
休
館
）

９
時
～
16
時

と
こ
ろ　

東
城
ま
ち
な
か
交
流
施
設
「
え
び

す
」

問
い
合
わ
せ　

東
城
支
所
東
城
教
育
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
１
１
１

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専

門
校　
４
月
入
校
生
募
集

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
令
和
４
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

◆
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

校
卒
業
見
込
み
者
）

◆
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
）

◆
建
築
科
（
１
年
間
）

◆
介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
６
カ
月
間
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
者
は
、
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者　

令
和
３
年
度
高
校
卒
業
見
込
み
者

受
付
期
間

10
月
29
日
㈮
ま
で
（
必
着
）

選
考
日
な
ど

選
考
日　

11
月
16
日
㈫

選
考
内
容　

数
学
・
国
語
・
面
接

合
格
発
表　

11
月
26
日
㈮

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校

学
生
募
集

　

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
は

２
年
制
の
専
修
学
校
で
、
農
業
の

実
践
的
な
教
育
に
よ
り
、
専
門
的

な
知
識
・
技
術
お
よ
び
経
営
管
理

能
力
を
養
成
し
て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
令
和
４
年
入
学
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

学
科
・
定
員

本
科
40
人
程
度

◆
園
芸
課
程
（
野
菜
・
花
き
、
落

葉
果
樹
の
２
コ
ー
ス
）

◆
畜
産
課
程
（
肉
用
牛
コ
ー
ス
）

修
業
年
限　
２
年

入
学
資
格

　

将
来
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
者
、
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を

目
指
す
者
で
、
高
卒
ま
た
は
、
同

等
以
上
の
学
力
の
あ
る
者

学
費
な
ど

授
業
料　

年
額
11
万
８
８
０
０
円

寮
費　

年
額
12
万
７
２
０
０
円

試
験
日
程

◆
推
薦
入
試

受
付
期
間　

10
月
12
日
㈫
ま
で

試
験
日　

10
月
26
日
㈫

◆
一
般
入
試
（
前
期
）

受
付
期
間　

11
月
17
日
㈬
～
12
月
７
日
㈫

試
験
日　

12
月
21
日
㈫

◆
一
般
入
試
（
後
期
）

受
付
期
間　

令
和
４
年
２
月
１
日
㈫
～
17
日
㈭

試
験
日　

３
月
２
日
㈬

◆
社
会
人
特
別
入
試

受
付
期
間　

12
月
７
日
㈫
ま
で

試
験
日　

12
月
21
日
㈫

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
教
務

課☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
０
９
４

メ
ー
ル

ngdkyoum
u@

pref.hiroshim
a.

lg.jp庄
原
文
芸
50
号
記
念　
　
　

第
３
回
庄
原
文
芸
大
賞　
　

作
品
募
集

　

庄
原
市
文
化
協
会
は
、
次
の
と

お
り
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
作
品

①
短
編
小
説
・
童
話（
１
人
１
編
）

・
選
者　

見
延　

典
子（
小
説
家
）

・
応
募
方
法　

４
０
０
字
原
稿
用

紙
30
枚
以
内
を
封
書
で
応
募

②
現
代
詩（
１
人
１
編
）

・
選
者　

松
尾　

静
明（
詩
人
）

・
応
募
方
法　

４
０
０
字
原
稿
用

紙
３
枚
以
内
を
封
書
で
応
募

③
短
歌（
１
人
１
首
）

・
選
者　

久
保
田
智
栄
子（
歌
人
）

・
応
募
方
法　

は
が
き
で
応
募

④
俳
句（
１
人
１
句
）

・
選
者　

鈴
木　

厚
子（
俳
人
）

・
応
募
方
法　

は
が
き
で
応
募

⑤
川
柳（
１
人
１
句
）

・
選
者　

小
松　

好
子（
川
柳
作
家
）

募　
　

集

・
応
募
方
法　

は
が
き
で
応
募

応
募
資
格

①
は
、
広
島
県
内
在
住
者

②
～
⑤
は
、
庄
原
市
内
在
住
者

応
募
先

①
短
編
小
説
・
童
話

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

川
手
町
１
３
１
８
‐
３

林　
　

武
志

②
現
代
詩

〒
７
２
７
‐
０
０
１
１

東
本
町
１
‐
21
‐
２

田
中
千
鳥
子

③
短
歌

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

川
手
町
５
９
７
‐
２

桑
原　

知
樹

④
俳
句

〒
７
２
７
‐
０
０
１
５

実
留
町
７
５
５

廣
澤　

伸
高

⑤
川
柳

〒
７
２
７
‐
０
２
０
３

川
北
町
４
２
７

谷
本　
　

寛

応
募
期
限　

12
月
31
日
㈮
（
当
日
消
印
有
効
）

詳
細
は
、
庄
原
市
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会　

林　
　

武
志　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

広告

（
17
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

「
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ぜ

ろ
ぜ
ろ
な
な
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners

）

「
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」　

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

と
き　

①
～
③
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

④
９
時
～
17
時
ま
で

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
始
を

除
く
）

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

受
け
付
け

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口

https://w
w

w
.jinken.go.jp/

■
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

の
電
話
相
談
回
線
を
増
設
す
る
と

業種 時間額
製鉄業、鋼材、銑鉄鋳物、可鍛鋳鉄製造業、その他の鉄鋼業 ９７０円　

建設用・建築用金属製品、その他の金属製品製造業 ９２３円　

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具製造業 ９３５円　

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 ８９７円※

自動車・同附属品製造業 ９１５円　

船舶製造・修理業、舶用機関製造業 ９５７円　

各種商品小売業 ８７８円※

自動車小売業 ９１３円　

　

広島県特定（産業別）最低賃金は、下記の通りです。

問い合わせ　広島労働局賃金室☎ 082-221-9244　三次労働基準監督署☎ 0824-62-2104

と
も
に
、
時
間
を
延
長
し
て
受
け

付
け
ま
す
。

と
き　
11
月
12
日
㈮
～
18
日
㈭

８
時
30
分
～
19
時
（
土
・
日
曜
日

は
10
時
～
17
時
）

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

広島県最低賃金は、令和３年 10月 1日から時間額 899 円です。

人
権
擁
護
委
員
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。

 

さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ
た
人

権
擁
護
委
員
が
、
そ
の
経
験
を
生

か
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人

権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

■
本
市
の
人
権
擁
護
委
員

　

７
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

次
の
と
お
り
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ

ま
し
た
。

山
本　

考
和
（
西
本
町
）

羽
賀
か
の
子
（
東
城
町
）

※
本
市
で
は
、
現
在
26
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■
人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

場
所　
広
島
法
務
局
三
次
支
局

定
期
相
談

　

直
近
の
相
談
日
程
は
、「
あ
な

た
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
」

※改定された広島県最低賃金を下回るため、10 月 1 日から広島県最低賃金時間額 899 円が適用され
ます。

そ  

の  

他
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
45
回　
　
　
　
　
　
　
　

 

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭　

紀
の
国
わ
か
や
ま
総
文
２
０
２
１

（
８
月
１
日
～
５
日
／
和
歌
山
県

橋
本
市
）

●
写
真
部
門

熊
谷　

優
花（
庄
原
格
致
高
３
年
）

三
原　

由
貴（
庄
原
格
致
高
３
年
）

田
部　

琉
晟（
庄
原
格
致
高
２
年
）

第
52
回　
　
　
　
　
　
　
　

広
島
県
高
等
学
校
写
真
展

（
令
和
２
年
11
月
16
日
）

第
３
席

熊
谷　

優
花（
庄
原
格
致
高
２
年
）

第
３
席

三
原　

由
貴（
庄
原
格
致
高
２
年
）

第
２
席

田
部　

琉
晟（
庄
原
格
致
高
１
年
）

※
写
真
展
は
、
感
染
症
予
防
の

た
め
審
査
の
み
が
行
わ
れ
、
右

記
の
3
人
が
上
位
10
点
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
第

45
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
へ
の
出
場
が
決
定
し
ま
し
た
。

県
大
会

広告

全
国
大
会

大
事
な
遺
言
書
を
保
管
し
ま
す

　

遺
言
に
は
、
法
律
の
専
門
家
で

あ
る
公
証
人
に
依
頼
し
て
作
成
す

る
公
正
証
書
遺
言
と
、
遺
言
者
が

自
書
し
て
作
成
す
る
自
筆
証
書
遺

言
が
あ
り
ま
す
。

　

法
務
局
に
は
、
遺
言
者
が
自
書

し
た
自
筆
証
書
遺
言
書
を
保
管
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
財
産
を
確
実

に
託
す
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
本

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
管
申
請
の
手
続
な
ど

に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
制
に
よ

り
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く

は
、
広
島
法
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
広
島
法
務
局
三
次
支
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

広
島
法
務
局
三
次
支
局

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
０
７
０

無料
見積

高額
査定 腕時計

ブランド品

貴金属
高額
査定 ジュエリー

骨董品

スエムネグループ創業62周年の安心と信頼

買取承諾率
96.3％

☎ 0120-66-1035☎ 0120-66-1035

美幸-ビコウ-
出張!高額買取・何でも不用品回収

営業時間：9:00～19:00　〒728-6205  広島県三次市塩町2123-1

他社には真似できない価格で
高額買取いたします!

広告

高
野
斎
場
は
12
月
末
ま
で
利

用
で
き
ま
せ
ん

　

待
合
室
改
修
に
伴
い
、
11
月
上

旬
か
ら
12
月
末
ま
で
高
野
斎
場
の

利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

利
用
中
止
期
間
は
、
庄
原
斎
場

を
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

高
野
支
所
地
域
振
興
室

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
５

庄
原
さ
く
ら
学
園　
　
　
　

学
園
祭
中
止
に
つ
い
て

　

11
月
23
日
㈫
に
開
催
を
予
定
し

て
い
た
学
園
祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
８
８
４

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋
の
花
暦

秋
の
花
暦

■
ケ
イ
ト
ウ

【
開
花
時
期
】　
10
月
下
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】

大
芝
生
広
場　

北
斜
面

■
ジ
ニ
ア

【
開
花
時
期
】　
10
月
下
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　
花
の
広
場

■
コ
ス
モ
ス

【
開
花
時
期
】　
10
月
下
旬
ま
で

【
開
花
場
所
】　
花
の
広
場

コ
ス
モ
ス
の
切
り
花
体
験

コ
ス
モ
ス
の
切
り
花
体
験

　

花
の
広
場
の
コ
ス
モ
ス
を
切
り

花
に
し
て
、
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

と
き　

10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

13
時
～
15
時

と
こ
ろ

花
の
広
場　

特
設
テ
ン
ト 

定
員　

２
０
０
人
／
日（
1
人
10
本
ま
で
） 

秋
の
鳴
く
虫
展

秋
の
鳴
く
虫
展

　

秋
に
鳴
く
虫
を
中
心
と
し
た
昆

虫
を
籠
で
展
示
し
ま
す
。

と
き　

10
月
24
日
㈰
ま
で

９
時
30
分
～
17
時

（
入
場
は
16
時
ま
で
）

と
こ
ろ

い
こ
い
の
森　

カ
ブ
ト
ム
シ
ド
ー
ム

　
※
記
載
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
や
天
候
な
ど
の
影
響
に

よ
り
、
変
更
・
中
止
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
最
新
の
情
報
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

寄
せ
植
え
教
室

寄
せ
植
え
教
室

　

ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
好
き
な

花
を
寄
せ
植
え
に
す
る
体
験
で

す
。
苗
の
選
び
方
か
ら
植
え
方
、

組
み
合
わ
せ
方
、
植
え
付
け
た
後

の
管
理
方
法
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

と
き

10
月
17
日
㈰　

13
時
～
16
時

※
受
け
付
け
は
13
時
～
15
時

と
こ
ろ　

中
の
広
場　

特
設
テ
ン
ト 

料
金　

①
千
円

ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
サ
イ
ズ

直
径
28
セ
ン
チ

（
約
５
株
植
え
付
け
）

②
２
千
円　

ボ
ー
ル
プ
ラ
ン
タ
ー
サ
イ
ズ

直
径
38
セ
ン
チ

（
約
７
株
植
え
付
け
）

定
員　
20
組 

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000

【入園料無料日】
10月9日㈯・16日㈯
※入園料無料・駐車料有料

（普通・軽300円、大型1,050円、二輪100円）

「備北コスモスピクニック」「備北コスモスピクニック」
10月24日㈰まで開催！
※期間中の休園日：10月18日㈪
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図 ‐ １

図 ‐ ２

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

～学校給食について知ろう～

食育コーナー　  

問教育総務課 ☎ 0824-73-1186

◇役割
　学校給食は、安心安全でおいしい食事を提供することはもち
ろん、学習教材としての役割があります。
　肥満や朝食欠食といった子どもの食生活を改善するため、学
校給食を通して、食に対する正しい知識と望ましい食習慣を身
に付けるよう「食育」に取り組んでいます。
◇献立の決め方
　献立は、管理栄養士の資格を持つ栄養教諭や栄養職員によっ
て「学校給食摂取基準」に基づき考えられています。季節感の
ある献立になるよう旬の食材を使用し、素材の味を生かしたお
いしい給食づくりを心掛けています。
　また、食材は地

じ ば さ ん ぶ つ

場産物を積極的に取り入れており、お米はす
べて庄原産を使用しています。

◇味付け
　学校給食で使われるナトリウム（食塩相当量）は、１日の目
標量の３分の１未満を基準としています。
　学校給食では、「だし」を取って食材のうまみを引き出すこと
によりナトリウムを抑える工夫も行っています。

★ 10 月 19 日は「ひろしま食育の日」です
　広島県では、食育の推進を図るため、毎年 10 月 19 日を「ひ
ろしま食育の日」と定め、この日を含む１週間（本年は、10 月
17日㈰～ 23日㈯）をひろしま食育ウィークとしています。

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　11 月９日㈫　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

11 月

トリネスコープ式カラーテレビ受信機

口和郷土資料館   ☎ 0824-87-2230

開館日 ： 月 ・ 木 ・ 土　９時～ 17 時

　これは、カラー放送の試験
放送中の昭和 38 年に三菱電
機で作られた、３管式のカ
ラーテレビ受像機「トリネス
コープ式カラーテレビ」です。

（図 ‐ １）
　画面の大きさは６型（18
センチ）と、小さな画面です
が赤・緑・青の独立したブラ
ウン管が使われており、約
８万円で販売されていました。
　トリネスコープの原理は、
白黒用のブラウン管の管面に
赤・緑・青の蛍光体を塗布し、そこに映った画像を２枚斜め
平行に並べたダイクロイックミラーで反射または透過させ、
光学的にカラー画像を再現するものです。（図 ‐ ２）

　当時のカラーテレビは、「シャドウマスク方式カラーテレ
ビ」が主流で画面サイズは 17 型（51 センチ）、大きなブラ
ウン管が使われ、価格は約 40 万円でした。
　シャドウマスク方式カラーテレビは、一般家庭に普及して
いましたが、販売当初は高額でした。また、テレビの向きを
変えると地磁気の影響を受けて画面に“色ムラ”が発生する
ほか、画面が暗いため、昼間は部屋を暗くしないと見られな
いという欠点がありました。
　トリネスコープ式カラーテレビは、画面は小さいですが
シャドウマスク方式カラーテレビと比べると格段に明るく鮮
明なのが大きな特徴です。
　当館では、トリネスコープ型のカラーテレビを完全修復し
て、当時と同じアナログのカラー画像を見ることができます。
　実際に動いているトリネスコープ式カラーテレビは、国内
に数台しか現存していない大変貴重な物です。
　皆さんもぜひ当館にお越しいただき、開発期の技術に触れ
てみてください。

休日診療のご案内

●東城地域

10月・11月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶すっかり秋の気候になり、朝晩が涼しくなってき
ましたね。市内では稲刈りが始まり、農作物が収穫の
時期を迎えています。おいしい新米が楽しみです。
▶取材で芸備線に乗車しました。久しぶりに乗った
列車は、とても心地よく、車窓からの風景を楽しむこ
とができました。次回は、娘と一緒に芸備線に乗って
みようと思います。

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年８月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３３，５８０人（前年比－７５８人）　
男　　１６，０００人（前年比－３５４人）　
女　　１７，５８０人（前年比－４０４人）
世帯数　１５，２５４世帯（前年比－１６７世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４３６人（前年比＋６人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，３１８人（７，８９５世帯）
○西城地域　　３，１５３人（１，３７８世帯）
○東城地域　　７，１７５人（３，４０８世帯）
○口和地域　　１，８７７人　　（７７５世帯）
○高野地域　　１，５９８人　　（６４７世帯）
○比和地域　　１，２３９人　　（５６５世帯）
○総領地域　　１，２２０人　　（５８６世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

お詫びと訂正

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。

　９月号７ページ「認知症を学び、地域で支え
よう」に記載していた内容に誤りがありました。
　お詫びして次のとおり訂正いたします。
　▪２段目６行目
　　（誤）　吉岡利絵さん
　　（正）　𠮷岡梨絵さん

●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

10月24日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
31日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

11月７日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
14日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
森原多美子水彩画展
とき　11月７日㈰～９日㈫　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

10 月・11 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　
　とき　10月25日㈪　「ガマズミ・柿渋」
　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定員　①②各12人
※新型コロナウイルスの影響により中止する場合が
あります。
▶展示・販売＆イベント
○シルバー人材センター（てしごとの会）
　手作り作品の展示・販売
　とき　11月20日㈯　９時～15時

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

とき　　10 月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 13 時
ところ　庄原市ふれあいセンター コパリホール
※８月に開催予定だったロビーコンサートが 10 月
に変更となりました。

～岩田　英憲 ” パンの笛 ” 演奏会～
出演者　岩

い わ た
田英

えいけん
憲（パンフルート）

　　　　きくちレイコ（シンセサイザー）
演奏曲目

「野の花は風と歌う」「ロマーナの祈り」「ＮＨＫ新
日本探訪のテーマ」 ほか
▶岩田英憲　日本を代表する、パンフルート奏者。
国
くにたち

立音楽大学、ウイーン市立音楽院、ウイーン国立
音楽大学のフルート科を卒業。ウイーンの森・バー
デン市立劇場オーケストラの第一フルート奏者とし
て６年間在籍。1976 年にルーマニアの民族楽器「ナ
イ」のレコードを聴き、その魅力ある神秘的な音色
と音楽に強い衝撃を受け、その時に、パンの笛の演
奏家になることを決意した。

【ご来場の際のお願い】
　感染予防として、マスクの着用、手指消毒、検温、
来場者名および連絡先の記載などのご協力をお願い
します。

基準値

６～７歳の場合 ８～11歳の場合 12～14歳の場合

ナトリウム
(ℊ) １.５未満 ２未満 ２.５未満
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